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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最
終
日
の
朝
、
朝
食
の
テ
ー
ブ
ル
で
マ
ラ
ソ
ン
の
放
映
に
気
付
い
た
。
ロ
ス
に
永
住
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
で
楽
し
み
な
東
京
の
景
色
が
見
ら
れ
る
と
、
伝
え
て
来
て
い
た
息
子
の
事
を
思

い
出
し
、
迷
わ
ず
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
の
ビ
デ
オ
電
話
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。
急
襲
さ
れ
て
吃
驚
し
た
ロ
ス
は
夕

方
の
５
時
、
突
然
会
話
を
す
れ
ば
、
ま
る
で
隣
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。
何
と
も
便
利
な
世
の

中
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
は
札
幌
開
催
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
東
京
の
パ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
は
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
国
際
中
継
が
無
い
そ
う
で
、
私
の
思
い
付
き
も
目
的
を
果
た
さ
ず
、
見
事
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
息
子
の
妻
も
何
故
か
画
面
に
現
れ
ず
、
家
内
に
ス
マ
ホ
を
渡
す
と
、
た
か
が
息
子
に
ス
ッ

ピ
ン
が
恥
ず
か
し
い
と
「
照
れ
笑
い
」
と
は
。
教
訓
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
「
今
度
お
化
粧
し
て
か
ら
」
と
強
制

終
了
と
な
る
。 

 

ラ
ン
ナ
ー
の
背
景
に
日
本
橋
再
開
発
の
高
層
ビ
ル
街
の
中
、
ポ
ツ
ン
と
茶
色
の
旧
野
村
ビ
ル
が
骨
董
品
の

如
く
立
っ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
商
事
会
社
の
新
入
社
員
時
代
が
彷
彿
と
す
る
。
夕
方
、
毎
日
の
様
に
御

堀
端
の
会
社
か
ら
走
っ
て
野
村
ビ
ル
の
一
角
に
事
務
所
を
構
え
る
合
金
鉄
メ
ー
カ
ー
に
茶
封
筒
に
入
れ
て
手

形
を
届
け
た
。
商
社
が
金
属
ク
ロ
ー
ム
等
製
鉄
の
副
原
料
を
輸
出
用
に
購
買
す
る
代
金
を
メ
ー
カ
ー
に
サ
イ

ト
付
き
手
形
で
支
払
う
の
だ
。
相
手
の
経
理
担
当
の
Ｙ
さ
ん
は
、
僕
の
到
着
を
相
好
崩
し
て
迎
え
る
。
何
百

万
円
、
何
千
万
円
の
「
不
渡
り
フ
リ
ー
」
の
手
形
の
運
び
手
が
毎
晩
や
っ
て
来
る
。
そ
の
中
、
部
屋
に
居
る
社

長
以
下
全
員
が
僕
に
、
ニ
コ
ニ
コ
と
視
線
を
向
け
、
遂
に
新
入
社
員
は
「
Ｍ
商
事
の
Ａ
さ
ん
」
な
る
市
民
権

を
得
た
の
だ
。
丸
の
内
で
待
機
す
る
お
嬢
様
方
の
「
お
使
い
」
の
仕
事
は
ど
う
な
る
。
し
か
し
、
僕
の
上
司
は

頑
な
に
新
人
の
丸
の
内
・
日
本
橋
間
中
距
離
走
を
主
張
し
た
。
い
ま
そ
の
有
難
さ
が
身
に
し
み
る
。 

 

そ
の
後
何
十
年
も
海
外
に
係
わ
り
、
印
象
に
残
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
い
た
。
件
の
息
子
と
の
電
話
で
、
「
三

か
月
前
に
『
悠
遊
』
送
っ
た
け
ど
、
着
い
た
？
」
「
ご
免
ね
パ
パ
、
ゆ
っ
く
り
読
む
よ
」
。
自
分
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
を
ひ
と
に
押
し
付
け
て
い
た
の
だ
。
教
訓
二
で
あ
る
。 


